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岩 手 県 交 通 安 全 対 策 協 議 会 
 

交通死亡事故ゼロ日継続市町村表彰（令和５年６月１日から令和５年７月末） 

二戸市は令和５年７月 25 日で交通死亡事故ゼロ日継続 1,000 日を達成。当協議会は７月
26日に二戸市役所において、二戸市交通安全対策協議会を表彰。佐藤隆浩常務委員（県復興
防災部長）から藤原淳会長（二戸市長）に表彰状を授与しました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

二戸市 １，０００日達成 

★交通死亡事故ゼロ日継続市町村表彰★ 

 岩手県交通安全対策協議会会長（知事）が、交通死亡事故ゼロ日を一定期間継続した市町村交通
安全対策協議会に対して表彰するもので、市町村を３区分に分けて 250 日、500 日、1,000 日を単
位として表彰しています。（平成４年 10 月 8 日制度施行） 
 
 
 
 
 
 
 
 

正しい交通ルールを 
守る運動推進マーク 

 



 
 
 
１ 月別の交通事故発生状況 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

２ 交通死亡事故の特徴 

 
 

（１） 死者数 12 人のうち、65歳以上の高齢者が８人。（死者全体の約 66.7％） 
（２） 類型別では、人対車両４件（横断歩道外横断２件、歩行中１件、路上横臥１件） 

車両相互５件（正面衝突３件、その他 2 件）、車両単独 3 件（路外逸脱 3 件） 
（３） 死者状態別では運転中(四輪)が最も多く、次いで歩行者が多い。 
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 １月 ２月 ３月 ４月 ５月 ６月 合計 前年比 
発生件数 116 124 115 97 117 115 684 17 2.5％ 
死 者 数 4 1 3 2 1 1 12 -1 -7.7％ 
傷 者 数 150 152 126 116 139 149 832 12 1.5％ 
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交通事故の概況（令和５年上半期）  

0

30

60

90

120

150

0

2

4

6

8

10 発生件数
（件）

死者数
（人）

R4死者数

R5死者数

R4発生件数

R5発生件数

60~64歳 65-69 歳 

同乗中(四輪) 

70歳代 80歳代 90歳代 

50歳代 60~64歳 70歳代 90歳代 



 

 
 

 

 
 
 
 

  H30 R1 R2 R3 R4 

件数 189 248 187 196 182 

死者数 5 7 4 7 3 

傷者数 184 243 187 191 183 

 
 

 

  

  頭部 頸部 胸部 腰部 腕部 脚部 その他 

死亡 1,116 163 248 91 6 16 365 

重傷 6,540 1,350 4,625 3,317 6,857 9,199 2,777 

軽傷 33,574 38,836 13,358 30,805 70,989 119,721 21,803 
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（表１）自転車乗車中死傷者の人身損傷部位比較（平成30年～令和４年合計/全国） 
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（表２） 

ﾍﾙﾒｯﾄ着用有無別自転車乗用中致死率 

（平成 30年～令和４年合計/全国） 

２ 事故類型別 

0

50

100

150

200

250

300

H30 R1 R2 R3 R4

死者数 傷者 件数

１ 発生状況 

平成 30年から令和４年までの５年間における県内の自転車事故の発生状況及び特徴 

 令和元年が件数、死者数、傷者数いずれも多く、令和２年以降は件数、傷者数とも横ばいと

なっています。 

 事故類型別では「車両相互」が 97％を占めており、そのうち出会い頭が全体の約６割を占

めています。(参考：岩手県警察本部交通企画課発行「交通事故発生状況」) 

県内の自転車事故発生状況と特徴 

改正道路交通法の施行により、令和５年４月１日から全ての

自転車利用者のヘルメット着用が努力義務化されました。 

自転車乗用中の交通事故で亡くなられた方は、約６割が頭部

に致命傷を負っています（表１）。また、自転車乗用中の交通事

故においてヘルメットを着用しなかった方の致死率は、着用し

ていた方に比べて平成３０年度から令和４年度までの５年間の

合計で約２．１倍になっています。（表２） 

交通事故の被害を軽減するためには、ヘルメットを着用し頭

部を守ることが重要です。ＳＧマークなどの安全基準適合表示

のあるヘルメットを使い、あごひもを確実に締めるなど正しく

着用しましょう。 

自転車に乗る時はヘルメットをかぶり、事故によるダメージから頭部を守りましょう 

約 2.1 倍 

参考：警察庁ホームページ 



 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

日
没
時
刻 

7 月 8 月 9 月 10月 11月 12月 1 月 2 月 3 月 

19：03 18：33 17：45 16：57 16：20 16：12 16：34 17：11 17：42 
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日没時刻が早くなります 

ライトの早め点灯や、反射材等の装着を心がけましょう 

過去の岩手県交通安全ポスターコンクール入賞作品から一部抜粋。他にも多数作品があります。啓発活動にご活用の際は事務局までご相談ください。 

・車の運転者🔦🔦ライトの早め点灯と原則ライトの上向き走行の実践により、歩行者・自転車を早

期に発見できるようにし、また相手に自分の車の存在を知らせるよう努めましょう。 
 

・自転車利用者🔦🔦夕暮れ時や夜間は他の車両や歩行者から見えにくいことを理解し、早めにライ

トを点灯しましょう。また、車両や身体に反射材用品を装着しましょう。 
 

・歩行者🔦🔦夕暮れや夜間の外出時には、反射材用品を着用しましょう。高齢者は、夕暮れ時や夜

間の交通事故の被害に遭うリスクが高い時間帯の外出を控えるようにし、もし外出する時には明る

い服装と反射材用品の着用を心がけましょう。特にも道路を渡る時には、加齢による身体機能の変

化を認識し、余裕を持った横断を心がけましょう。 

🖌🖌交通安全ポスターギャラリー🖍🖍～反射材装着・ライトの早め点灯啓発編～ 

岩手県交通安全対策協議会 今後の予定 

９月７日～10 日  岩手県交通安全公共パネル展（共催/岩手県屋外広告美術業協同組合） 

９ 月 2 1 日   秋の全国交通安全運動開始式 

９月 21 日～30 日   秋の全国交通安全運動 

９ 月 3 0 日  交通死亡事故ゼロを目指す日 

実施中～１月  高校生交通安全テレビ CM コンテスト 

（グランプリ審査会 11 月 8 日、特別番組放送予定 12 月、ＣＭ放送 12 月～1 月） 

実施中～11 月  交通安全ポスターコンクール（小・中・義務教育学校の児童生徒対象） 

1 1 月 8 日  正しい交通ルールを守る運動県民大会 

1 1 月 下 旬  被災地域道の駅・三陸鉄道駅へのポスター掲出 

12 月 15 日～24 日  冬の交通事故防止県民運動 

随 時  交通死亡事故ゼロ日表彰（上半期２市（滝沢市、二戸市）表彰） 

 

※日没時刻は各月 15 日 


